
再評価結果（平成２０年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道･防災課
担当課長名：下保 修

事業 一般国道 事業 広島県事業名 一般国道４８７号 小用バイパス
こ よ う

区分 主体

延長起終点 自：広島県江田島市江田島町中央
えたじましえたじまちょうちゅうおう

２．５km至：広島県江田島市江田島町小用
え た じ ま し え た じ ま ち ょ う こ よ う

事業概要
一般国道487号は，広島県呉市を起点とし 「江能倉橋島半島振興地域」を経て，広島市に至る延長約，

く れ し えのうくらはしじまはんとうしんこうちいき

６２kmの幹線道路である。
小用バイパスは，家屋連坦区域の狭小幅員解消による小用港や切串港へのアクセス向上を図ることを目

こようこう きりくしこう

的とした，延長2.5kmの２車線道路である。
Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手Ｈ１０年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定

（Ｈ 年度変更）
５０．３％ 供用済延長 ０．４km全体事業費 ６８億円 事業進捗率

計画交通量 ５，８００～３，７００台／日
総便益 基準年費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

１０９/１０９億円 平成19年分析結果 ２７/６９億円(事業全体)
走行時間短縮便益：100/100億円１．６ 事 業 費： 25/67億円
走行経費減少便益：8.5/8.5億円(残事業) 維持管理費：1.9億/1.9億円
交通事故減少便益：0.94/0.94億円４．１

感度分析の結果 残事業費（事業全体）について感度分析を実施
交通量変動 ：B/C=4.5（交通量+10％） B/C=3.7（交通量-10％）
事業量変動 ：B/C=3.7（事業費+10％） B/C=4.5（事業費-10％）

事業の効果等
現道等に，当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する（江田島市内）
現道における大型車のすれ違い困難区間を解消する

他５項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
当該路線は，合併建設計画においても主要事業にあげられているが，狭あいで線形も悪く大型車の通行

や離合が困難な状況にあり，歩行者の安全性や緊急時の対応についても支障をきたしている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
平成１６年１１月１日に広島県江田島町他３町が合併し江田島市となり新市建設計画の主要事業に位置付
けられた。
事業の進捗状況、残事業の内容等
起点のアカハ子地区から小用港までのバイパス早期の事業完成を図るとともに，ウシイシ地区の用地買

ね

収に着手し，早期全線供用できるよう事業推進を図る。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
関係事業及び地元調整に時間を要したが，起点側のアカハ子地区から小用港までのバイパス早期事業完

ね

成を図るとともに，ウシイシ地区の用地買収に着手し，早期全線供用を図る。
施設の構造や工法の変更等

本事業の建設発生残土を小用地区港湾整備事業の埋立土として流用することによりコスト縮減に努め
る。
対応方針
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば，当初から事業の必要性，重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

（主 ）江 田 島 大 柿 線至 大 柿 町

至

津

久

茂

（一
）鷲

部
小

用
線

48 7

小 用 港

瀬 戸 内 海

至 広 島 市

一 般 国 道 ４ ８ ７号 小 用 バ イパ ス Ｌ＝ ２ ． ５㎞

起

点

江

田

島

市

江

田

島

町

中

央

え
た

じ

ま
え
た

じ

ま

ち

ょ
う

ち

ゅ
う

お

う

終

点

江

田

島

市

江

田

島

町

小

用

え
た

じ

ま
え
た

じ

ま

ち

ょ
う

こ
よ
う

T ’0 5= 6 ,0 9 4台 /日

ね

ア カ ハ 子 地 区

横 撫 地 区

供 用 済 L = 0 . 1㎞供 用 済 L = 0 . 3㎞

ウ シ イ シ 地 区

事 業 中

供 用 中

凡 例

事 業 中

供 用 中

凡 例


